
熊本大学工学部 附属革新ものづくり教育センタ ー 平成24年度 年次報告書

図形からのものづくり2012

熊本文学基礎セミナー ものづくり入門（5）、（6）実施報告

1. はじめに

熊本大学基礎セミナーの位置づけやシラパス等の概

要については平成23年度報告で記した。 特段の変更

はしなかったので、 ここでは省略する。 本稿では平成

24年度の基礎セミナー 「ものづくり入門（ 5） 立体を

組み立てる 」、 「ものづくり入門（6 ） 立体を切断するJ

について報告する。

2. ものづくり入門（5）立体を組み立てる

2-1. クラス編成の概要

平成24年度のクラス編峨は、教育学部7名、法学部

l名、理学部5名、 工学部3名、 医学部2名、 薬学部

2名の計20名で、理系の学生が多く見られた。 工学部

学生を対象としないことが原則であったが、 徹底した

措置は講じられていなかった。 クラス分けの希望順位

としては第一位4名、 第二位2名、 第三位3名、 第四

位2名、 第五位9名であった。 シラパスを読んで、 比

較的得意であると感じた学生が上位を占めるとすると、

その数は半数を下回っている。

2-2. 授業の肉容と進度

スケジュ ーノレ、 具体的な課題は平成23年度と同様

である。 ただし、課題2 、3 の2名のグルー プによる制

作では、 希望順位を考慮したグルー プ編成とした。

1.導入 ・ 平面図形の折り紙

【課題 1】折り紙があります。 この正方形の中に面

積が最大の正三角形を折ってください。

折り紙であることに戸惑いを覚える学生が多い。 初

日に解答 ・ 合格した学生は教育学部、理学部、 医学部

の3名。6月8日の講義最終回を越えて解答した学生

7名。 うち5名は3週間後6月27日に合格した。

2.3.4. ケント紙を使った立体模型の制作

【課題2】ー稜の長さが8伽mの立方体を、 異なる紙

厚のケント紙で作ってください。

製図にも、 模型作りにも不慣れであることを考慮

し、 異なる紙厚による簡単な立方体の作成としたが、

机上で安定した、 大きさを揃った立体をつくることに

時聞がかかった。 出題から5週目 （ 通算6週目） で3

組、6週目で3組、7週目で4組が合格した。 ただ

し、 7週目合格の内2組は、 課題3 での精度確認によ

る条件付きである。 なお、 平成24年度に初めてノギ

スを使用した。 計測により示される数値に、 昨年まで

の「査んで見えるのは、 先生がそう感じているだけで

すよ。」 との強引さは見られなくなった。
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5.6.7.8. ケント紙を使った切断模型の制作

【課題3】ー稜の長さが8伽nの立方体を、 三点ABC

を通る平面で切断したとき、 上下となる二つの立体

を、 閉じたものとしてケント紙で作ってください。

課題2に手間取り、 同課題の合格者を基準として1

週間遅れ （ 通算6週目） で出題した。 最終週までに終

わることは無理だと予想されたので、 当初から宿題と

することとした。 前 課題より調整は難しく、 細部にわ

たる点検は行なわず、 正方形の対角線を利用する切断

面の正確さのみを点検対象とした。 出題日に合格した

グルー プも1組あった。3組が6月27日に合格し、全

員合格となった。

2-3. 授業アンケー ト結果

有意義であったかとの設問に対し、 回答した 19 名

中12名 （63.2%） は有意義であると回答しているが、

7名 （36.8%） が 否定的な回答をしている。 平成23年

度の17名中肯定的16名（94.1%）、否定的1名（5.9%)

であったのと比較すると大きな変化である。 達成感に

ついての設問では、 成功したと感じた学生が 2 名

(10.5%）ではあるが存在した。満足度については、前

年の8名（47.1%） から5名 （26.3%） へ減少。 不満だ

と感じた学生は前年の9名（52.9%）から12名（63.2%)

へと増加した。 テ ーマの設定については、 興味を持て

た学生が前年の16名（94.1%）から9名（47.4%）へ、

不満を持った学生が1名 （5.9%） から10名 （52.6%)

という結果となった。 理由は不明であるが、 ノギスを

使用することによって、 精度の問題が眼前 に突き付け

られたことと関連があるのか、 次年度以降の学生を詳

細に観察するなど、 今後の課題としたい。

平成24年度の自由記述は次の通り。

・作図するために必要な器具の使い方を学べた・試行

錯誤することで考える力がついたと思う・もっと受講

したかった ・ もっと単位を取りやすくしないとヤパイ ・

1辺8cmの立方体を厚紙で作るのは本当に難しく、 困

った。 立方体の製作を何度も失敗したが、 ベアと助け

合いながら徐々に精度を上げていくことが出来て、 す

ごく楽しかった ・ センスがなかった ・ 今まで勉強して

きた数学の知識がとても役に立ちました。3 つめの課

題の五角形を作るときコンパスを使い作図するのがう

まくいった時は自分でも感動しました。 自分ではこれ

しかないという方法だとおもったのですが、 他にも作

り方があるのか気になります。 ・ 難しかったです




